
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平 成 ２ ３ 年 

№ ２ ３ 
２０１１．１ 

 

  
 

 表紙の紹介 

 

 特集 改正農地法についてご存知ですか？ 

農地の適正かつ効率的な利用をめざして…農地を相続した場合 

の届出 など／農地利用集積円滑化事業について／相続税納税 

猶予制度の改正について 

 

 お知らせします 

 農地の賃借料情報について／農地利用意向調査結果について 

 

 農業者年金加入者に聞きました 

農業者年金に加入しませんか？／農業委員会委員選挙人名簿／ 

全国農業新聞・全国農業図書購読案内 

 

 農業委員活動紹介  
第２回 こんな活動もしています！ 

 

 農業会議への要望・認定農業者の輪など 

米価下落に対する緊急対策の要望／認定農業者の輪／２２年度 

目標と活動計画／お知らせ／編集後記 

 

２-３ 

１ 

４ 

５ 

６-７ 

８ 

市内福田町古新田で無農薬・無肥料によ

るコメの栽培を行っている農業生産法人

があります。この栽培方法は木村式自然栽

培といい、「奇跡のリンゴ」で有名な青森

県の木村秋則さんが実践している自然栽

培に着目し、岡山県ではＮＰＯ法人岡山県

木村式自然栽培実行委員会が生産と普及

を進めています。 
(有)フクダノウサンは平成２２年からこ

の方法によりコメの栽培を行っています。

木村式自然栽培では、耕うんは田をよく乾

燥した後、粗く行い、代かきも表面を攪拌

する程度に行います。田植えは疎植、除草

剤は使用せず、田植え機の後部にぶら下げ

たチェーンを引きずって除草を行います。

コメの収穫後は麦を栽培しています。麦を

収穫後、コメの栽培を始めます。 

 

 

農業生産法人 
(有)フクダノウサン 
取締役 山田徳三郎さん 
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改正農地法の施行日（平成２１年１２月１５ 

日）以降に、「相続」「遺産分割」「時効取得」な 

ど、農地法の許可を要さずに所有権や賃借権の 

権利を取得した場合 

は、農業委員会にそ 

の旨を届け出ること 

が必要です。 

将来にわたって国内の農業生産の基盤である農地 
の確保及びその有効利用が図られるよう、農地の転 
用に関する規制の強化、農地の権利移動についての 
許可基準の見直しが行われました。 

 

 
賃貸借のような第三者に対抗できる権利に基づき耕作

されている農地を、借受者以外に所有権移転する場合、

農地を取得した者は 1 年以内に農地の期間満了等返還を

受け、必ずその農地での耕作を開始する必要があります。 
 

 
これまでは賃貸借の期間は２０年間が最 

長でしたが、果樹栽培を行う場合、収穫が安定する期間

に返還しなければならないなど、問題がありました。 

そこで契約当事者間の選択の幅を広げるため、賃貸借

の期間が最長５０年以内まで設定可能になりました。 

 

 

  

  農地賃貸借の標準小作料制度が廃止され、あらたに 

過去１年間に締結された賃貸借契約の賃借料情報を 

提供することになりました。 

なお、標準小作料制度廃止に伴い、標準小作料より 

著しく賃借料が高額な場合の農業委員会の減額勧告 

制度がなくなり、あわせて賃貸借契約の存続期間、賃 

借料の額及び支払い条件などの内容を変更した場合 

の農業委員会への通知義務（改正前農地法第２５条第 

２項）がなくなりました。 

 
優良農地を確保するため１０ｈａ以上の集団

的農地を農用地区域に含めることとされ、同様

におおむね１０ｈａ以上の集団的農地の転用が

できなくなりました。 
内容等ご不明な点やくわしいことは

農業委員会までお尋ねください！ 

 
農地を耕作していない場合には、契約を解除する

という条件を付し、地域の他の農業者との適切な役

割分担の下で継続的に農業経営を行い、業務執行役

員のうち、１人以上が農業に常時従事する等を条件

に農業生産法人以外の法人であっても借り受ける

ことが可能になりました。 
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①
農
地
を
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

基
づ
い
て
貸
し
付
け
た
場
合
（
「
特
定
貸
付

け
」）
は
、
納
税
猶
予
の
確
定
事
由
（
猶
予

税
額
を
支
払
う
こ
と
）
に
な
り
ま
せ
ん
。 

②
相
続
時
に
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
き
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
農
地
に

つ
い
て
も
、
納
税
猶
予
の
適
用
対
象
と
な

り
ま
す
。 

③
20
年
間
営
農
継
続
に
よ
る
免
除
措
置

を
廃
止
（
終
身
農
地
利
用
）。 

(

注)

改
正
農
地
法
等
の
施
行
日
前
に
適
用
を
受
け
て

い
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
ら
農
業
を
営
む
場

合
に
は
20
年
で
免
除
。 

④
猶
予
期
間
中
に
身
体
障
が
い
等
に
よ
り 

営
農
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
農
地

の
貸
付
（
営
農
困
難
時
貸
付
け
）
は
、
納

税
猶
予
の
確
定
事
由
に
な
り
ま
せ
ん
。 

⑤
利
子
税
の
税
率
引
下
げ(

6.6
％
→

3.6
％) 

⑥
農
用
地
区
域
内
の
納
税
猶
予
適
用
農
地

等
を
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
規 

定
に
基
づ
き
貸
し
付
け
た
場
合
は
、
総
面 

【
市
街
化
区
域
外
農
地
に
つ
い
て
】 

 
平
成
21
年
農
地
法
改
正
施
行
日
（
平
成
21
年
12
月
15
日
）
よ
り
、

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

【
市
街
化
区
域
農
地
に
つ
い
て
】 

【
既
に
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
】 

上
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
④
営
農
困
難

時
貸
付
、
⑤
利
子
税
の
引
下
げ
（
終
身
農

地
利
用
者
及
び
終
身
営
農
に
限
る
）
、
⑥

２０
％
超
譲
渡
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
上
記
①
の
特
定
貸
付
け
ま
た
は

②
相
続
時
に
基
盤
法
に
よ
り
貸
し
付
け
ら

れ
て
い
る
農
地
の
適
用
対
象
の
適
用
を
受

け
た
場
合
に
は
、
加
え
て
、
上
記
③
20
年

免
除
廃
止
と
⑦
耕
作
放
棄
要
件
の
厳
格
化

を
適
用
し
ま
す
。 

積
の
20
％
を
超
え
て
も
納
税
猶
予
の
確

定
事
由
に
な
り
ま
せ
ん
。 

⑦
納
税
猶
予
の
確
定
事
由
で
あ
る
耕
作
放 

棄
の
厳
格
化
。 

上
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
④
営
農
困
難

時
貸
付
、
⑤
利
子
税
の
引
下
げ
（
終
身
農

地
利
用
者
及
び
終
身
営
農
に
限
る
）
、
⑦
耕

作
放
棄
要
件
の
厳
格
化
（
改
正
後
の
適
用

に
限
る
）
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
ま
す
。 

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
改
正
に
つ
い
て 
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
に
つ
い
て 

 
農
地
法
の
改
正
と
あ
わ
せ
て
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、
農
地
の
所
有
者

の
委
任
を
受
け
て
、
代
理
で
農
地
の
貸
し
付
け
を
行
っ
た
り
、
所
有
者
か
ら
借
り
受
け
た

農
地
を
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

【
農
地
所
有
者
代
理
事
業
】 

農
地
所
有
者
に
代
わ
っ
て
、
農
地
の
受
け
手

の
調
整
を
行
い
ま
す
。 

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が
農
地
の

所
有
者
か
ら
の
委
任
を
受
け
て
、
所
有
者

の
代
理
と
し
て
農
地
を
担
い
手
等
の
受
け

手
へ
貸
し
付
け
ま
す
。 

農
地
の
所
有
者 

地
域
農
業 

の
担
い
手 

農
地
利
用
集
積 

円
滑
化
団
体 

委任 協議・ 
調整 

農地の貸付

け等に関す
る※代理権
の付与 
 

※農地所有者に代わって農地を貸し付ける権限 
 

農地を利用する権利の移動（権利移動） 

 

書類の確認
もお任せく
ださい！ 

【
農
地
売
買
等
事
業
】 

農
地
所
有
者
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
て
、
農

地
の
受
け
手
へ
貸
し
付
け
ま
す
。 

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が
農
地
の

所
有
者
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
て
、
こ
の

農
地
を
農
地
の
担
い
手
等
の
受
け
手
に
貸

し
付
け
ま
す
。 

               

権利 
移動 

農
地
の
所
有
者 

権利 
移動 

地
域
農
業 

の
担
い
手 

 

円滑化団体が 
仲介してくれ
るので安心！ 

 

 

 

お問い合わせ先 

 

 倉敷かさや農業

協同組合 

℡ 086-460-4615 

 岡山西農業協同

組合 

℡ 086-522-2404 

 財団法人倉敷市 

 船穂農業公社 

℡ 086-552-5001 
農地利用集積円滑化事業の仕組みについてのお問い合わせは 

倉敷市農林水産課 ℡ 086-426-3425 まで 

 

農
地
利
用
集
積 

円
滑
化
団
体 
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作 物 
締結(公告) 

さ れ た 地 域 名 21 年 22 年 

旧倉敷市 9,200 6,000 

旧船穂町 

・旧真備町 
10,100 6,700 水 稲 

(参考) 

倉敷市平均 
9,200 6,100 

田

の

部 

ﾚ ﾝ ｺ ﾝ 倉敷市全域 ― 55,700 

普通畑 倉敷市全域 9,100 7,300 

ブドウ 倉敷市全域 7,700 8,100 

畑

の

部 
モ モ 倉敷市全域 12,800 11,400 

 

【参考】10 アール当たり賃借料水準 
（平均額）の推移  （単位：円） 

10 アール当たり（単位：円） 

作 物 
締結(公告) 
された地域名 

平均額 最高額 最低額 
ﾃﾞｰﾀ
数 

旧倉敷市 6,000 10,000 2,100 196 

旧船穂町 
・旧真備町 

6,700 11,700 2,200 75 水 稲 

(参考) 
倉敷市平均 

6,100   272 

田

の

部 

ﾚ ﾝ ｺ ﾝ 倉敷市全域 55,700 60,000 40,000 21 

普通畑 倉敷市全域 7,300 10,000 2,400 23 

ブドウ 倉敷市全域 8,100 12,800 5,800 16 

畑

の

部 
モ モ 倉敷市全域 11,400 18,700 5,800 7 

※１ ﾃﾞｰﾀ数は集計に用いた筆数。 

※２ 賃借料が物納支給（水稲）の場合、60kg 当たり 8,500 円に換算している。 

※３ 金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としている。 

※４「(参考)倉敷市の平均額は、区分の平均値（四捨五入前）をﾃﾞｰﾀ数により加重平均した数値である。 

 
 

お問い合わせ先 

本庁農業委員会 

事務局 〒710-8565 

倉敷市西中新田 640 番地 

 ４２６－３８９５ 

FAX ４２１-２４００ 
Ｅメール 

comagr@city.kurashi
ki.okayama.jp 

児島支所児島駐在 

 ４７３－４３７４ 

玉島支所玉島駐在 

 ５２２－８１２６ 

真備支所真備駐在 

 ６９８－５０４２ 

庄支所 

 ４６２－１２１２ 

茶屋町支所 

 ４２８－０００１ 

船穂支所 

 ５５２－５１１０ 

平成２２年１月から１２月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準
（１０アール当たり）は以下のとおりです。 
実勢の集計値であり、賃借料決定の参考として提供するものですから，実際の契

約の際には貸し手と借り手の両者でよく協議したうえで締結してください。 
２２年産米の概算金が大幅に引き下げられており、水稲の賃借料水準が前年に比

べて低いものとなっています。 

 

 
農業委員会だより№２２号で農地利用意向調査を実施いたしました。ご協力いただ

きありがとうございました。規模拡大を希望する方の約倍の方が、規模縮小を希望す
る結果でした。規模縮小を希望する方で、情報公開することについて同意のあった農
地について、所在略表示でご紹介します。 

 

契約形態 

№ 
農地の 

所在 

地

目 

面積 

(㎡) 

利用 

状況 
売 

買 

賃
貸
借 

使
用
貸
借 

作
業
委
託 

い
ず
れ 

で
も 

1 福島 田 333 雑草・雑木         1 

2 粒江 田 1,620 休耕田   1       

3 粒江 田 622 休耕田   1       

4 西坂 田 697 稲作         1 

5 西坂 田 1,116 稲作         1 

6 西坂 田 979 稲作         1 

7 西坂 田 1,396 稲作         1 

8 西坂 田 655 田     1     

9 西坂 田 1,149 稲作       1   

10 生坂 田 2,137 田     1     

11 西岡 田 2,691 休耕田   1       

12 西岡 田 822 休耕田     1     

13 西岡 田 255 休耕田     1     

14 西岡 田 1,851 休耕田     1     

15 祐安 田 968 放棄地   1 1     

16 庄地内 田   水田   1   1 1 

17 玉島勇崎 田 1,723 一部畑作   1   1   

18 玉島勇崎 田 842 休耕田       1   

19 連島町西之浦  畑 1,361 みかん・柿 1 1     1 

20 連島町西之浦  田 468 休耕田   1       

21 船穂町船穂 田 1,282 田 1 1       

22 船穂町船穂 田 394 休耕田 1 1       

23 船穂町船穂 田 834 休耕田 1 1       

24 船穂町船穂 田 518 畑   1       

25 船穂町船穂 田 842 休耕   1       

26 船穂町船穂 田 909 休耕   1       

27 船穂町船穂 畑 195 休耕   1       

28 船穂町船穂 畑 179 休耕   1       

29 船穂町船穂 畑 217 休耕   1       

30 船穂町船穂 畑 192 休耕   1       

31 船穂町船穂 田 1,501     1 1 1 1 

32 船穂町船穂 畑 35     1 1 1 1 

33 船穂町船穂 畑 432     1 1 1 1 

34 船穂町水江 畑 356 休耕畑 1         

35 船穂町水江 畑 90 休耕   1       

 

契約形態 

№ 
農地の 

所在 

地

目 

面積 

(㎡) 

利用 

状況 
売 

買 

賃
貸
借 

使
用
貸
借 

作
業
委
託 

い
ず
れ 

で
も 

36 船穂町柳井原 畑 976 休耕田         1 

37 真備町岡田 田 1,622 休耕田         1 

38 真備町市場 田 544 休耕田   1       

39 真備町市場 田 639 休耕田   1       

40 真備町市場 田 623 休耕田   1       

41 真備町市場 田 703 休耕田 1   1   1 

42 真備町上二万 畑 227 畑(原野）   1       

43 真備町上二万 畑 467 畑(原野）   1       

44 真備町上二万 田 312 貸付地         1 

45 真備町上二万 田 1,129 貸付地         1 

46 真備町上二万 田 1,103 貸付地         1 

47 真備町下二万 田 768 休耕田         1 

48 真備町下二万 田 962 休耕田         1 

49 真備町箭田 田 532 休耕田     1     

50 真備町箭田 田 562 休耕田     1     

51 真備町箭田 田 619 田   1 1     

52 真備町箭田 田 1,034 田   1 1     

53 真備町箭田 田 297 田   1 1     

54 真備町箭田 田 596 田   1 1     

55 真備町箭田 田 383 田   1 1     

56 真備町箭田 田 306 休耕田   1 1     

57 真備町箭田 畑 4,230 竹林 1 1 1   1 

58 真備町箭田 田 1,121 畑   1 1     

59 真備町尾崎 田 555 稲   1   1   

60 真備町尾崎 田 971 稲   1   1   

61 真備町尾崎 田 673 稲   1   1   

62 真備町尾崎 田 530 稲   1   1   

63 真備町尾崎 田 210 稲   1   1   

64 真備町妹 田 1,155 休耕田 1   1     

65 真備町服部 畑 449 荒地 1         
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農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る
農
業
者 

が
よ
り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
国
民
年
金 

（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。 

農
業
者
年
金
に
新
た
に
加
入
さ
れ
た
方
を
訪
問
し
、
農
業
者
年
金 

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

積立方式なので、自分が支払った掛金が

確実に戻ってくるのが安心です。  

 

市内生坂にお住まいの 

目 黒  克 典さん 

  

元
々
市
外
で
就
職
し
て
い
た
の
で
す
が
、 

父
が
退
職
後
、
本
格
的
に
農
業
を
始
め
た 

の
を
期
に
、
農
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な 

り
ま
し
た
。
水
稲
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、 

今
年
で
３
年
に
な
り
ま
す
。 

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
の
は
、
厚
生 

年
金
だ
と
掛
け
る
期
間
が
か
な
り
長
い
で 

す
が
、
農
業
者
年
金
だ
と
短
い
期
間
で
も 

年
金
化
で
き
る
の
が
魅
力
だ
っ
た
か
ら
で 

す
。
老
後
と
い
う
か
、
将
来
の
不
安
も
あ 

っ
て
加
入
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
積
立 

方
式
な
の
で
、
自
分
が
支
払
っ
た
掛
金
が 

確
実
に
戻
っ
て
く
る
の
が
安
心
で
す
。 

 

アケボノ、ヒノヒカリ、

ミツヒカリという品種 
を栽培しています。 

 
全国農業新聞は経営とくらしに役立つ農業総合専

門紙として高い評価を受けています。 
全国農業新聞のホームページ： 
http://www.nca.or.jp/shinbun/index.php 

 

 
町の本屋さんでは売っていません！！ 

農地や農業経営、農政などに関する実務書や解説書、

リーフレットをはじめ、農業を始めたい人、農業や食に

関心を持つ人のための書籍などを取り揃えております。 
全国農業図書のホームページ： 
http://www.nca.or.jp/tosho/ 

 

 全国農業新聞を購
読してみませんか 

（毎週金曜日発行  

B3 版 8～10 頁建  

購読料：月 600 円 

[送料、税込み]）  

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の 

登
載
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？ 

  

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、 

各
農
家
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
毎
年
作 

成
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、 

農
業
委
員
の
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
申
請
書 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書 

は
12
月
中
ご
ろ
、
農
家
組
合
長
を
通
じ
て 

配
付
し
て
い
ま
す
。 

○
申
請
で
き
る
方 

 

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住 

所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、 

 

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕 

作
の
業
務
を
営
む
者
（
事
業
主
） 

 

②
事
業
主
と
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶 

者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に 

従
事
し
て
い
る
者 

農業者年金に加入しませんか？ 
お問い合わせは，ＪＡ各支店,農業委員

会事務局へ 

☆独立行政法人農業者年金基金 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ 

http://www.nounen.go.jp/ 

 

見 本 
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 児島宇野津地区、棚田が広がり古くから脈々と受け継がれてきた日

本の原風景がそこにありました。その先には現代を象徴するような水

島コンビナートが見えます。「くらしき百景」にも選ばれている棚田

は梶田委員をはじめ地元の方々の努力により保全されています。この

棚田が宇野津の農業の中心とおっしゃる梶田委員。作付品種はヒノヒ

カリが中心。昔はコンビナートからの煙で作物の生育が悪かったそう

ですが、企業の努力もあり生育は良くなっていると言います。 
 梶田委員が力を入れている作目が日本イチジク。取材に訪れた６月

下旬には青々とした大きな葉の間に小さな実が付いていて、１ヶ月半

程度で収穫出来るとの事。８月の下旬、再びイチジク畑を訪れたとこ

ろ、今年は水不足で先が開かず焼け熟れしたものが多かったそうです

が、それでも大きな実をつけていました。もぎたてを１ついただいた

ところ、上品な甘さとプチプチした食感がたまりませんでした。 
 そして１０月中旬、再び棚田を訪れました。既に刈り取りを終えた

田、刈り取りを待ちわびている田と夏とは違う棚田の風景を見ること

が出来ました。梶田委員をはじめ地域の方々の努力に感謝したいと思

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

農
業
者
の
代
表
と
し
て
農
地
を
守
り
、
有
効
利
用
す
る
た
め 

広
範
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
農
業
委
員
の
日
頃
の
活
動
を

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

６月中旬の梅雨の晴れ間、帯江小学校に程近い笹邉委員が田植え作業

の委託を受けているほ場を見学しました。このほ場は、田植え作業のみ

委託されている場所とのこと。近年は基幹作業のみを依頼される事も多

いと聞いています。 
さて、田植え作業に戻りましょう。約１反（0.1ha）の田を田植機の

通り道を工夫して、１時間で手際よく植えていきます。 
１人が田植機で軽快に苗を植える作業を行なう一方で、もう１人が苗

が植えやすいように整地し、畦を整えるという連携作業です。植え残し

た所は奥様が手植えをされていました。 
作付品種は、アサヒ・アケボノなど３町（3ha）、作業委託を含める

と６町（６ha）、モチ米を６反（0.6ha）とのこと。昔は米・麦・い草

で生計を立てていたが、現在は米を１０町（10ha）作っても農機具の

維持費など赤字だと言われます。農業の厳しい現実が垣間見えます。 
自宅前には精米機を設置され、茶屋町街道沿いとあって、多くの方が

利用されます。やはり、手軽に精米出来るのはとてもうれしいものです。 
 そして１０月上旬、実りの秋を迎え再びほ場を訪れました。見事な黄

金色の稲穂が今か今かと、刈り取りを待っていました。 

梶田 譽委員（児島） 

笹邉繁朗委員（帯江） 

収穫 販売 

収穫間近 

田植え完了 

稲苗 



7   ／ 平成２３年 くらしき農業委員会だより №2３  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昭和４７年から現在まで連続で農業委員を務め、委員歴が現役最長の桑木委員。 
農業委員になったばかりの頃、自宅近くに大きな都市計画道路が出来て、大規模小売店

が進出し玉島の町が大きく変わっていった。と昔を思い出し語ってくださいました。 
家は代々農家。ご本人は昭和１８年頃から農業に従事されて農業一筋です。水稲中心

で３町５反（３．５ha）を作付されています。昭和４０年頃まで牛の飼育もされてい

たそうです。農業委員以外でも昭和２５年から地元の農家組合長、１７歳の頃から消防

団と地元玉島に密着したご活躍ぶり。平成１５年には長年の功績が認められ、岡山県農

林漁業功労表彰として農林水産大臣表彰を受賞されました。 
美味しい米作りの秘訣は「微量要素が大事」とのこと。また、早朝からの田の見回り

を毎日欠かさないこと。愛情をもって育てていらっしゃる様子が伺えます。 
 所有されている農機具も種類が豊富で、ズラリと並んだ最新の田植機やコンバインな

ど。特に興味をそそられたのが、昔の農機具でした。「唐箕（とうみ）」や「水車」など

大切に保管され博物館のようです。「唐箕」ってご存知ですか？収穫した穀物を脱穀し

た後にもみ殻や藁くずを風によって選別する農具の事。（wikipedia より） 
 古きよき時代の物も大切にされ、地元愛で今後もご活躍いただきたいと思います。 
 

岡山を代表する果物「マスカット・オブ・アレキサンドリア」 
上品で豊かな香りで「果物の女王」と呼ばれています。その産地船穂地区でブドウの栽

培をしている佐々木委員。昭和４０年頃から栽培を始め、現在はマスカットが１５０坪。

その他に瀬戸ジャイアンツ・シャインマスカット・ピオーネ・オーロラブラックなど数

種類のブドウを栽培され，まさにブドウ一筋です。昔に比べると生産数（生産農家）が

減っているが，形の良い極上品を作るためご苦労を語ってくださいました。 
マスカットはとてもデリケートな果物で温度管理が大切とのこと。また、形の良いも

のを作るために８０粒ある実を５０粒に間引くのですが、この作業でブドウの形が決ま

ります。「顔をつくる」と言うそうですが、粒を揃えて芸術品へと育てられるそうです。 
出荷は５月初旬から行なわれ、出荷先は JA とのこと。近年は食べやすいブドウを好

む傾向にあり、種なしブドウや皮ごと食べられるブドウに方針転換しているのが現状と

聞きます。 
佐々木委員はマスカットを守りつつ、新品種のブドウ「紫苑」にもチャレンジされ、

ブドウ農家として精力的に農業に取り組んでいます。 
 

佐々木辰彦委員（船穂） 

桑木千萬人委員（玉島） 

博物館!? 

【シャインマスカット】 

トラクター 田植機 唐箕 水車 
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米
価
の
下
落
は
、
日
本
の
農
業
の 

大
黒
柱
で
あ
る
稲
作
の
存
続
を
危 

う
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
③ 

こ
の
た
め
農
業
委
員
会
系
統
組
織 

に
お
い
て
、
関
係
機
関
に
対
し
、 

米
価
下
落
に
対
す
る
必
要
な
対
策 

を
緊
急
に
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る 

よ
う
強
く
要
望
す
る
。
」
と
い
う 

も
の
で
す
。
こ
の
要
望
に
つ
い
て 

農
政
部
会
委
員
の
承
認
を
受
け
て 

農
業
委
員
会
役
員
及
び
市
議
会
推 

薦
委
員
は
同
日
、
岡
山
県
農
業
会 

議
片
山
虎
之
助
会
長
に
要
望
書
を 

♪次号№24 は宗田さんからご紹介をいただいた方を 
ご紹介する予定です。 

【営農類型は？認定農業者にはいつから】 

  稲作と受託です。平成６年から認定農業者です。 

【認定農業者になったきっかけは？】 

  経営規模拡大を図るために、スーパーL 資金の融資を

受ける際の要件に「認定農業者であること」があったた

めです。 

【経営で工夫している点は？】 

  自分の耕作にプラスして、契約栽培を行っています。

兼業で農業ができない方の補填として、ライスセンター

をしており、乾燥調整、籾摺りを行っています。また、

農家用小型光選別機を導入し、利用している方のお米の

等級を上げるようにがんばっています。 

【ズバリこれが言いたい！ということは？】 

  私は自分の代から稲作を始めましたが、今の時代は親の

施設設備を受け継ぐのでなければ、新規で稲作を大規模に

行うのは厳しいと思います。それと、認定農業者は農業改

善計画を作成し、計画に基づき営農をしますが、今の国の

政策は「政権が変わったから」と急にやり方を変えてしま

います。産地づくり交付金制度はよかったのですが、２２

年は戸別所得補償制度に変わってしまいました。変えるな

ら農家にも準備が必要です。そのあたりをよく考えて欲し

いです。 

 

宗田 有司さん（市内山地） 

宗田さんは会社勤めの後、農業

に転身し、庄地区で稲作を行っ

ています。くらしき東受託者の

会の副会長をされています。 

倉敷市では認定農業者を募集しています。 
「倉敷市農業経営基本構想」に適合した（年間農業所得 500
万円程度、年間労働時間 1900 時間程度等）農業経営改善計
画であれば、性別、年齢、専業・兼業の別、営農の種類を
問わず認定を受けることが可能です。認定農業者には、機
械設備などの低利資金の融資、経営相談・研修などの支援
策があります。 

 詳しいことは市農林水産課４２６－３４２５へ 

片
山
虎
之
助
岡
山
県
農
業
会
議

会
長
に
要
望
書
を
手
渡
す
石
原

農
政
部
会
長
と
農
業
委
員
会
役

員
並
び
に
議
会
推
薦
委
員 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年 

12
月
17
日
に
農
政
部
会
（
部
会
長 

石
原
健
平
委
員
）
を
開
催
し
、
農

業
委
員
会
系
統
組
織
で
国
に
対
し

米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策
を

求
め
る
よ
う
に
要
望
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
同
日
岡
山
県
農
業
会
議

片
山
虎
之
助
会
長
に
対
し
、
要
望

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、「
①
こ
こ
数
年
来
、
生

産
費
を
下
回
る
米
価
が
続
い
て
い

る
中
で
、
生
産
者
の
努
力
は
限
界

を
超
え
て
い
る
こ
と
。
②
更
な
る 

手
渡
し
ま
し
た
。
片
山
会
長
か
ら 

は
「
本
日
は
お
疲
れ
様
で
す
。
み 

な
さ
ん
の
要
望
は
よ
く
理
解
し
て 

い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
会
系
統
組
織
で
国
に
対
し
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急 

対
策
を
求
め
る
よ
う
、
岡
山
県
農
業
会
議
に
要
望
し
ま
し
た
。 

農政部会の様子 
 

 

このコーナーはリレー形式で認定農業者をご紹介します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度 農業委員会の目標及び達成に向けた活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

  
１認定農業者等担い手の育成及び確保（目標）３６５経営体（現状+5） 
２担い手への農地利用集積（目標）８０ha 
３耕作放棄地の解消（目標面積） ８０ha 
４違反転用へ適正な対応（定期的なパトロールを行う、工事完了届の徹底 
を図る、違反転用者については、関係機関と連携を図り是正指導を行う） 

５農地パトロール（担当地区の農地パトロールを月１回行う） 
６農地情報の整備と共有化（農地権利移動、転用許可等の情報随時更新、 

データの突合作業の実施） 

倉敷市農業委員会の
ホームページご存知
ですか？ 

 

倉敷市農業委員会のホームページでは農地法手続きに

必要な書類をダウンロードしたり、農地法に関する情

報がたくさんあります。また、農業委員会だよりのバ

ックナンバーを読むこともできます。 

編集委員 
池田義朗 貝原良幸 木村敏雄 
花巻修二 藤原末廣 堀 幹宏 
光田 稔 三宅惠士 

 
May this year will be happy and fruitful. 

Special Thanks M. 

倉敷市農業委員会 検索 ☝ 

 

ｸﾘｯｸ 

 
 

くらしき農業委員会だより№２３をお届 
けします。平成２２年は夏の異常気象によ 
る米の品質低下、収量減に加え、米の概算 
金は１等でも 10,000 円を下回るという農 
家にとって非常に厳しい年でした。２３年 
が少しでも明るい年になることを願ってや 
みません。なお、本紙の印刷は身体障がい 
者授産施設くれたけ荘にお願いしました。 

 
 
 
 
 
 
 




